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1 活動報告集計表について 

1.1 目的 
活動報告集計表は、河川レンジャー活動の充実・向上および河川レンジャー制度の進捗点検に活用

することを目的としています。

1.2 集計表の概要 
集計表は、活動報告をもとに、活動で得られた成果と課題をとりまとめた資料です。

活動ごとに河川レンジャーによる活動の確認結果を一覧表としてまとめています。さらに、一覧表

には、河川レンジャー自身が、活動結果の確認の総括として、『活動全体におけるアピールポイント』

および『活動結果を踏まえた今後の課題・改善点』を記載しています。

1.3 活動結果の確認 
河川レンジャーが活動結果を自ら確認する内容は、以下のとおりです。

各河川レンジャーが、年間活動計画において位置付けた活動の目的・目標（STEP１～３）の達成

状況を確認・記入するととともに、活動の充実度、定着度、地域への貢献度、河川事業への貢献度に

ついて確認し、該当する項目には○を付け、そのなかでも、アピールポイントに記載した内容に特に

関係の深い項目は、●を付けることとしています。

表 1.3.1「達成状況」「取り組み内容」の確認項目 

項目 内容 

目標等に対する達成度 1）年間活動計画に示した目標や活動内容に沿った取り組みができたか？

2）年間活動計画に示した「課題に対する改善点」を踏まえた取り組みができたか？

活動の充実度 
（活動における工夫の
有無） 

① 活動内容について、これまでの課題を“改善”するような工夫はあったか？

② 活動内容を更に“充実・発展”させるような工夫はあったか？

③ 活動内容に関して、参加者の声を聞くような取り組みや工夫はあったか？

④ 活動の広報において、口コミ以外で参加者数を増加させるような工夫はあったか？

⑤ 継続活動において、メンバー構成（レンジャーの参加者や連携団体）は多様化したか？

活動の定着度 
（活動の定着度や広が
り、公共性、公平性、継
続性の有無） 

⑥ 活動は地域の要望（ニーズ）を受け継続しているか？

⑦ 活動において地域の協力は得られているか？

⑧ 活動は広く周知され、誰もが公平に参加しやすいものとなっているか？

⑨ 継続活動において、活動回数や参加者数は増える傾向にあるか？

地域への貢献度 
（地域（人）と川の繋がり
の促進への貢献度） 

⑩ 地域住民の川への興味を向上させ、川の利用、川とのふれあいを促進したか？

⑪ 地域や連携を図った相手の“川に対する考え”や“活動”に変化はあったか？

⑫ 河川を愛護する団体などを創出したか？

河川事業への貢献度 ⑬ 河川整備や水辺整備、河川管理に関する“住民意見の聴取”（すでにある計画や施設に

対する意見の聴取・収集）に貢献したか？

⑭ 河川整備や水辺整備、河川管理に関する“ニーズの抽出”（河川管理者が把握できてい

ないニーズの抽出）に貢献したか？

⑮ 河川整備や水辺整備、河川管理への住民の関わり（事業等のプロセス（ワークショップな

ど）への参加・協力）を促進したか？

1.4 貢献分野 
集計表では、活動ごとに、主たる貢献分野（一つの活動につき一つの分野）と波及貢献分野（一つ

の活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野で、複数の分野に該当している場合があり

ます）を示しています。

表 1.4.1 河川レンジャーの活動事例 

貢献分野 活動事例 

Ａ：治水・防災 河川管理施設の学習会、水害・水防工法の体験学習、マイ防災マップづくり、避難活動 

Ｂ：環境保全 自然観察、外来種の除去、生物調査、水質調査 

Ｃ：河川利用 河川利用者への安全指導、不法投棄・不法工作の把握、節水意識の啓発、Ｅボート体験 

Ｄ：維持管理 清掃活動、水辺の安全利用点検、河川管理施設等の異常箇所の把握 

Ｅ：歴史・文化 河川に係わる史跡の探訪、歴史・文化講座 

Ｆ：川・人づくり 河川公園ワークショップ、意見交換会、ジュニア河川レンジャーの養成、河川愛護団体の創出 

1.5 運営会議における意見聴取 
運営会議では、活動の成果と課題を確認し、活動の充実・向上に向けた意見聴取を行います。

会議における意見は、河川レンジャー活動の定性的評価として資料にとりまとめるとともに、活動

の改善につながるよう河川レンジャーに提示します。

～河川レンジャーの目指す方向～

河川レンジャーの活動は、自然観察や施設の見学会などの河川への啓発活動を単発的に実施するの

ではなく、最終の目標を見定めて、知識や経験等の蓄積に応じてステップアップを図りながら、河川

レンジャーの役割を果たしていくこととしています。

河川レンジャーの目指す方向 

スタート
地域住民が河川に関心を持つ活動

（河川レンジャーの得意分野・専門分野を活かした活動）

STEP１ 地域住民が河川に関わる機会を拡大する活動 

STEP２ 
地域住民の河川との関わりを促す活動

（河川レンジャーと河川管理者がともに考える活動）

STEP３ 
地域住民との意見交換を通じて河川との関わりを定着させる活動

（河川に関するあらゆる情報を地域から行政へ発信、行政から地域へ働き掛ける活動） 

最 終
 河川管理者が提示した河川管理(案)について住民意見をとりまとめる活動

 地域住民の河川管理に関するニーズの形成・抽出を行う活動
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活動報告集計表の凡例

集計表には、単独活動と連携活動の 2 種類があります。 
単独活動は、河川レンジャー1 名が主催（または共催・協力）した活動であり、 
連携活動は、企画から運営までを複数の河川レンジャーが連携して実施した活動です。

各項目の確認内容を示します。なお、活動ごとのアピールポイント記載欄には、計画していた活動が未実施の場合は、その理由を記載しています。

区分

１．活動の目的・目標 ３．総　括

1.1活動の目的 活動結果を踏まえた今後の課題・改善点

1.2活動の目標

段階

Step1

Step２

Step３

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：計画に対して未実施となっている活動　その場合は、未実施となった理由をアピールポイント欄に記載しています。

アピールポイント

1) 2) 計画 結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2019/5/6
第３回●●河川公園整備計画
検討ワーキンググループ

●●市●●公民館（●●
地区）

共催 45 1 2 普通 普通 3 3 ● ○ ○ ○ ○ ○
　SNS（facebook）での告知を行った結果、参加者数の増

加に繋がった。

2 2019/6/10 ●●川クリーンアップ＜連携＞
●●川●●橋～●●橋
区間

共催 200 できた できた 2 2 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
　活動後の座談会で河川管理に関する意見が出たの

で、活動報告に併せて河川管理者への報告を行った。

（住民意見の聴取に貢献した）

3 2019/7/10
●●川での魚つかみ体験＜他
ブロック管内で実施＞

●●川●●橋付近 主催 30 1 できた 普通 1 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

氏名 所属

活動全体におけるアピールポイント

上半期

目標 活動内容 実施時期

No.

実施状況 連携団体数 達成状況

確認項目 STEP 川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

貢献分野 取り組み内容

活動日 活動名 活動場所
運営
形態

参加
者数

市民
団体
等

行政
機関

学校
関係

治

水

･

防

災

環

境

保

全

河

川

利

用

維

持

管

理

歴

史

･

文

化

確認項目

活動の充実度 活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

＜貢献分野＞ 
それぞれの河川レンジャー活動が、どれだけ幅
広い分野に波及効果をもたらせたかを確認。 
●：主たる貢献分野 ○：波及貢献分野

＜活動の充実度＞ 
活動において工夫・変化・
発展があったか。また、広
報において工夫・取り組み
がされているか確認。 

＜活動の定着＞ 
活動の定着度や広がり、公
共性、公平性、継続性の有
無や地域の協力は得られ
いるかなどを確認。 

＜地域への貢献度＞ 
地域（人）と川の繋がりの促
進への貢献度を確認。活
動により、地域・自治体に変
化をもたらすことができたか
を確認。 

＜河川事業への貢献度＞ 
河川整備や維持管理など
に関する住民意見やニーズ
を集めることができたか確
認。また、河川整備や水辺
整備、河川管理への住民
の関わりを促進することに貢
献できたか確認。 
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活動報告集計表＜単独活動＞活動報告集計表＜単独活動＞

鎌田　繁樹 区分 河川レンジャー（2期目） 伏見出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

活動結果を踏まえた今後の課題・改善点

1.2活動の目標

１年
目

２年
目

３年
目

４～
RA

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒

Step３
地域住民から
行政へ発信す
る仕組みを構
築

⇒

氏名 所属

川に親しみを持ち、川の恵みと危険を知って、川と共に暮らす心を育てていきたい。
地域住民が、街歩きを通じて川に関する知識を深め、昔の人々が作りあげた災害に強い町の特徴を考える時間をつくる。

活動全体におけるアピールポイント

上半期

　活動が出来なかった。
　連携については、微かな望みを持ちつつ計画
したが、世間の事情で中止となった。
　かろうじて1件の活動を実施した。中学校1年
生100数名を対象とした防災教室であったが、
２回目の今年はまとめとしてアンケートを実施
した。
　アンケートの文字の解読に時間を要したが、
伝えたい事の内約３割に伝えきれていなかっ
た。3割は良・否?
　今後も防災教室の継続を期待されている事か
ら、100％は不可としながらも、「分かる」防
災教室の内容を考えたい。

　自分の講習内容を記録しようと計画した
が、情報機器のスイッチを入れ忘れた。
　２回目だから「大丈夫」と思っていたが、
とっさには忘れており、再挑戦を自分に期待
する。

段階 目標 活動内容
試行
期間

1期 ２期

　特に、年明け3回のクリーン作戦中止は多
忙で、中止連絡もままならず参加希望の方に
多大なご迷惑をかけることになってしまっ
た。お願いして参加意思を頂いたなかで、中
止連絡こそ対面で行うことが必要と思う。

Step1
地域住民の関
心を高める

変な地形・地名と巨椋池か川を感じれる
「昔街歩き」を実施し、「観・体感場」
すなわち「現地に行き、景色を観る」こ
とにより、なぜこの地形・地名なのかを

考える機会を創造する。

① 「川辺りの観・体感場を歩こう」
私の町の形を歩いて体感する

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

年間

　秋には多少の活動はできたが、1年間コロナ
に振り回された。今年は之に尽きる。
　

Step２
河川レン
ジャーと管理
者が協働して
取り組む 減災に必要な情報の取り方、避難のタイ

ミングを考える。
積極的に地域の防災訓練に参加すること
でより地域との絆を深め、地域に応じた
防災を考える。

① 減災の為の防災訓練の実施と防災施設の見学会を開
催します。

② 早期避難を促す取組みとして、マイ・タイムライン
若しくはマイ・ハザードマップを作成します。

ハザードマップ等を軸とした地域毎のマ
イ防災マップづくりのワークショップを
開催したい。

① 行政と地域団体のワークショップを開催したい。
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活動報告集計表＜単独活動＞活動報告集計表＜単独活動＞

鎌田　繁樹 区分 河川レンジャー（2期目） 伏見出張所氏名 所属

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：計画に対して未実施となっている活動(未実施となった理由をアピールポイント欄に記載しています。)

アピールポイント

1) 2) 計画 結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2021/7/1
京都市立大淀中学校 令和3年
度 防災学習

京都市立大淀中学校 協力 110人 1 1
でき
た

普通 2 2 ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● ●

[充実度]アンケートの表現でなく、ふり返りの名
目で意見を聞き出す工夫を行った。
[定着度]防災教室については3年連続しており、今
後も継続の予定。
次年度以降、明親小学校と合同で水防災施設の体
験を実施したいとの意向有り。総数、約420人(中
学校1～3年、小学校5～6年)
[地域貢献度]昨年より、「河川」が地域調べの項
目の1つとなり、今後も継続するとの事。

2 2021/10/25
京都市立美豆小学校　石垣探
検隊

京都市立美豆小学校 主催 35人 1 1
でき
た

でき
た

1 1 ● ○ ○ ● ● ○ ●

[充実度]最後に質問の時間をとり、活動記録に積
極的な質問の内容を記載した。
とっさに答えられない質問に閉口した。(海の水は
ナゼ辛いのですか)
後で考えると、「塩と同じ物が混ざっていて、昔
は海の水から塩を作っていたんだよ。」
[定着度]　大河川3本に囲まれている、美豆小学
校、明親小学校・大淀中学校は京都市の防災教育
モデル校グループとなっており、水の災害に関す
る関心は高い。
[地域貢献度]川は動植物の宝庫でいろいろと面白
いことができる場所だと云う事を話した。

3 2021/12/5
桂川（横大路地区）清掃活動
と地域の歴史勉強会

桂川左岸
横大路地区

共催 16人 1
でき
た

2 2 ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ●

[充実度]前回は学生が清掃活動に参加する事で始
めた。
今回は学生のIVUSA幹部が、現地下見やSNSを使っ
て参加者を募集するとともに、健康状態調査票の
管理・保管もラインでのやり取りとした。
[定着度]昨年よりこの活動を開始し、参加者の増
加を考えていたが、今年はコロナウイルス拡散防
止の観点から人数を制限した。歴史勉強会で地元
の協力が得られた。
[地域貢献度]参加者の大多数が他府県からの参加
で、それぞれの地域の川のゴミを拾う活動には至
らないかもしれないが、ゴミを捨てない事は期待
できる。

4 2021/12/16 淀地域の調べ学習 京都市立大淀中学校 主催 27人 5 1
でき
た

1 ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○

[充実度]「川の名前の由来」説明時に採用しよう
と地図を掲示し、写真も準備したが、時間が無く
話すことが出来なかった。
新たにスタッフを動員し、準備や片付けのお手伝
いをお願いすると共に、活動の内容を観てもらっ
た。
[定着度]この活動は経年実施されており、レン
ジャーニュース配布開始に伴い、昨年度より河川
に関することが追加された。
今後も継続されていくと思う。
[地域貢献度]生徒自身が考えた質問だったが、川
に関する多様な内容であった。

5 2021/12/ 伏見区総合防災訓練 とりやめ

6 2022/1/23
京街道クリーン大作戦inくず
は

楠葉ワンド コロナ感染拡大防止のため中止

7 2022/2/13
宇治川流域クリーン大作戦
淀大橋（右岸）

淀大橋左右岸 コロナ感染拡大防止のため中止

取り組み内容

活動日 活動名 活動場所
運営
形態

歴
史
･
文
化

確認項目

活動の充実度 活動の定着度 地域への貢献度
河川事業への貢

献度

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野

川
づ
く

り
･

人
づ
く
り

参加
者数

市民団
体等

行政
機関

学校
関係

確認項目 STEP
治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

維
持
管
理

4



活動報告集計表＜単独活動＞

居原田　晃司 区分 河川レンジャー（試行期間） 伏見出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

活動結果を踏まえた今後の課題・改善点

1.2活動の目標

１年
目

２年
目

３年
目

４～
RA

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

Step３
地域住民から
行政へ発信す
る仕組みを構
築

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

氏名 所属

今後温暖化が進むにつれ水害が発生する可能性が高くなるが、宇治川流域では水防災対策がまだ十分に進んでいないと思われる。そこで
これまでの活動で得た知識・経験を生かし地域の防災力を高めるマイ防災マップ・マイタイムライン制作を支援する活動を行う。
また河川美化・環境保全を目的とした河川清掃活動を宇治川流域各地で実施し、さらには河川環境保全を目的とした団体を創設し、河川
の環境保全活動を進めていく。

活動全体におけるアピールポイント

上半期

上半期は新型コロナウイルス感染症拡大による
行動制限で、活動計画はしていたものの実行で
きませんでした。
宇治市の防災訓練も中止になり、地域の防災訓
練も見送りになりました。
当初計画にはなかったが京都市伏見区の石田小
学校から学校横に流れる山科川での活動依頼が
ありましたが、活動日に天候悪化し活動できま
せんでした。

防災訓練は今年度中止と決定されたが、
石田小学校の活動は秋に実施する予定で
す。
また、宇治市から宇治川で毎年春先に苦
情がでるトビケラについて、何か対策が
出来ないかと要望が来ており、他団体と
連携を取り、実行に向けて協議できれば
と考えております。

段階 目標 活動内容
試行
期間

1期 ２期

地域小学校の活動は、次年度の計画には
入れ込めてないが、実施できるよう調整
役である宇治市環境企画課にアピールし
たい。

Step1
地域住民の関
心を高める

宇治川流域で地域住民、団体、企業と河
川美化・環境保全を目的とした清掃活動
を行い、河川に対する愛護意識の向上を
目指す。

①宇治川、東高瀬川で清掃活動を計画し、地域住民、団
体、企業に参加を働きかけ清掃を実施する。
私の町の形を歩いて体感する

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

年間

年間を通して新型コロナウイルス感染症拡大に
よる行動制限で、活動は計画通りに実行できな
かった。
通年活動している東高瀬川クリーンアップは秋
に開催することができ、また次年度に向けて計
画を進められている。
また、計画にはなかったが今年度は地域小学校
からの川に関する環境学習の依頼が複数あり、
無事実施できた。

Step２
河川レン
ジャーと管理
者が協働して
取り組む

宇治川流域の防災訓練に出展し、参加者
である地域住民に対し、浸水歩行体験
コーナー・パネル展示で水害の怖さ・早
期避難の重要性を伝える。また関心の高
まった自治会などでマイ防災マップ、マ
イタイムライン作成に向けた活動を実施
する。

①地域の防災訓練に参加し浸水歩行体験コーナーを出展
し、水中歩行を体験してもらう

②自治会などでマイ防災マップ、マイタイムラインの制
作を支援する。

清掃活動で参加した個人、団体、企業を
中心に河川環境保全団体を設立し、活動
を支援する。

① 東高瀬川環境保全団体を設立し、より高い河川美
化・環境保全を目指した活動を行う。

5



活動報告集計表＜単独活動＞

居原田　晃司 区分 河川レンジャー（試行期間） 伏見出張所氏名 所属

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：計画に対して未実施となっている活動(未実施となった理由をアピールポイント欄に記載しています。)

アピールポイント

1) 2) 計画 結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2021/12/9
宇治市立宇治黄檗学園4年生
総合学習出前授業

宇治市立宇治黄檗学園 共催 145人 1 3 普通 普通 1 1 ● ○ ● ○ ○

[充実度]児童により関心を持ってもらうた
め、写真だけではなく動画を利用した。

2 2021/7/
川のいきものをカードゲーム
で学ぼう

宇治市生涯学習センター

とりやめ

3 2021/9/ 地元地域防災訓練への協力
宇治市防災訓練（宇治市立
小学校（未定））

とりやめ

4 2021/11/28
青少年によるクリーン宇治運
動

宇治橋周辺 とりやめ

5 2021/11/ 地元地域防災訓練への協力
若葉台防災訓練（伊勢田町
砂田公園）

とりやめ

6 2021/12/1 地元地域防災訓練への協力
西小倉地域防災訓練（宇治
市立小学校（未定））

とりやめ

7 未定
伏見区内で河川愛護団体を設
立

伏見区 とりやめ

8 未定
宇治市立中学校で防災プログ
ラムの実施

宇治市立の各中学校10校 とりやめ

確認項目

活動の充実度 活動の定着度 地域への貢献度
河川事業への貢

献度

取り組み内容

環
境
保
全活動日 活動名 活動場所

運営
形態

参加
者数

市民団
体等

行政
機関

学校
関係

確認項目 STEP
治
水
･
防
災

河
川
利
用

維
持
管
理

歴
史
･
文
化

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野

川
づ
く

り
･

人
づ
く
り
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活動報告集計表＜単独活動＞

奥平吉照 区分 河川レンジャー（試行期間） 伏見出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

1.2活動の目標

１年
目

２年
目

３年
目

４～
RA

Step３
地域住民から
行政へ発信する
仕組みを構築

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：計画に対して未実施となっている活動(未実施となった理由をアピールポイント欄に記載しています。)

アピールポイント

1) 2) 計画 結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2021/12/4 御幸橋の河原で土器探し 木津川御幸橋付近の河原 主催 19人
でき
た

でき
た

1 1 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ●

[充実度]①八幡市教育委員会を通して、８つ
の小学4、5、6年生にチラシを配布。②近隣
地区（4区）の役員にチラシ配布③レン
ジャーHPに参加募集掲載。
[定着度]参加者から「宝探しみたいで楽し
かった」との感想があり、「続けてほしい」
と要望もあったので、定着し増えると思う。
[地域貢献度]参加者から「身近なところにこ
んないいところあるとは知らなかった」との
声もあり、川の宣伝ができた。

年間

主催〈御幸橋の河原で土器を学ぼう〉
10月　教育委員会へ依頼書提出
　①八幡市教育委員会後援承認
　②職員派遣依頼
11月
　①チラシ作成と小学校に配布1800枚
　②さくらであい館手配
12月
　①現場下見（通路除草）
　②備品準備（テーブル、旗等借出し）
　③12/4 実施（参加者12名）
連携・スタッフ
　ⅰ第15回桂川クリーン大作戦
　ⅱバッタのｵﾘﾝﾋﾟｯｸ（赤川、太子橋）
　ⅲ秋の背割堤～伏見クルーズ
　ⅳ水防訓練（久我の森小学校）

主催〈御幸橋の河原で土器を学ぼう〉
・達成
　ⅰ川の歴史、流れる水の働き、廃棄ゴミ
　ⅱ参加者は楽しかった
　ⅲ行政及び自治会と継続の足がかり
・課題
　ⅰ参加者１１名（計画20名）
　ⅱ小学生向けチラシ
　ⅲSNSの活用
　ⅳ自治体への働きかけ
　ⅴ河原で安全な活動
　（スタッフ役割分担は事前に案内）
　ⅵ文化財の取り扱い
　（土器は文化財：持ち帰り不可案内）を
　ⅶ連携して活動を広げる
連携・スタッフ
・達成　他の活動に参加・見学できた
・課題　他の活動も見学する

活動結果を踏まえた今後の課題・改善点

氏名 所属

１．八幡市の小学生を対象に『木津川御幸橋の河原で土器を学ぼう』を企画し推進します。
　第１回目　身近川の歴史（付替え、河床遺跡）、土器の収集・観察、活動場所のゴミの回収、川への理解を深めます。
　　　　　　流れる水の働き（浸食/運班/堆積）の屋外授業として定着することを目指します。
　第２回目　近隣の市町村にも働きかけて、同様の野外授業を企画し進めます。

２．地元の川に親しむことや防災をテーマにして活動を広げていきます。

活動全体におけるアピールポイント

上半期

７月
 八幡市教育委員会に相談
　①社会教育課　連携手続き２週間
　②文化財保護課
　　1現地で土器説明　ⅱ案内資料
８月９月
　コロナ緊急事態宣言のため中断

打合せ
１．文化財保護課　実地日と応援内容
２．さくらであい館の予約
３．実施計画書提出
４．チラシ作成～配布
課題　実施（１２月初旬）まで２ヶ月
　　　チラシ配布を１１月初旬までに完了

段階 目標 活動内容
試行期
間

八幡市の小学生を対象
『御幸橋の河原で土器探し』の開催

①募集：教育委員会をとおしてチラシ配布
②後援：八幡市に申請
③講師（土器）八幡市文化財保護課に依頼
　　　（歴史）前ふるさと学習館館長に依頼

⇒

２期

Step２
河川レンジャー
と管理者が協働
して取り組む

Step1
地域住民の関心
を高める

1期

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野 取り組み内容

活動日 活動名

維
持
管
理活動場所

運営
形態

参加
者数

市民団
体等

行政
機関

学校
関係

確認項目 STEP
治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

歴
史
･
文
化

川
づ
く

り
･

人
づ
く
り

確認項目

活動の充実度 活動の定着度 地域への貢献度
河川事業への貢

献度
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活動報告集計表＜単独活動＞

中村 恵子 区分 河川レンジャー（試行期間） 伏見出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

活動結果を踏まえた今後の課題・改善点

1.2活動の目標

１年
目

２年
目

３年
目

４～
RA

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒

⇒

⇒

Step３
地域住民から
行政へ発信する
仕組みを構築

⇒ ⇒

八幡排水機場　見学会・視察会
歴史・排水の仕組みを学ぶ
普段の点検業務内容・豪雨時や台風時の作業を学ぶ

小学生の八幡排水機場見学会
小学生の課外学習の一つとして八幡排水機場を取り上
げ、治水・防災面から考える「体験学習会」としてとら
える。また、「川の人材育成」を目的とした活動へと結
びつける。
Final Goal－＞義務教育の一環として、総合学習として
位置づける

小学生向け水防災講座/マイ・タイムライン授業

●地域住民から行政へ発信する仕組みを構
築

Step２
河川レンジャー
と管理者が協働
して取り組む ●河川レンジャーと管理者が協働して取り

組む
●地域住民への情報発信

淀川河川整備計画について
市役所出前講座+国交省
･上津屋樋門の排水機構
･八幡排水機場のポンプ増設
･科手樋門

今回、八幡小学校４学年生対象は「防災
教育」における初めの第１歩に踏み込め
た。次回は他の小学校へと普及させた
い。さらには、「防災教育」に関して、
他の授業やイベントも企画してみたい。

下半期

今期の目標である「小学生向け水防災
講座/マイ・タイムライン授業」を八
幡小学校第4学年3クラス個別（1組
10/12 4時間目、3組10/15/ 2時間目、
2組10/15/ 3時間目）に遂行した。活
動事体は一コマ45分授業x3クラス＝
135 分であり、①独自に八幡版オリジ
ナルをPower Pointで作成―＞実際に
地域で起こった水害を紹介することに
より、「水害の怖さ」に対して子供達
の反応、興味が高かった。②子供達に
個々でマイ・タイムラインを作成さ
せ、資料全てを家庭に持ち帰り、家族
と話す機会で、「防災意識」を高めさ
せ、③アンケート用紙の質問内容を、
統計学的処理可能な内容にし、理解度
や興味度etc.を点数化して、解りやす
くまとめて活動報告書の添付資料とし
て、結果報告書を提出した（n=72）詳
細は別途、結果報告書を参照。その結
果として、行政や関係機関に信頼関係
が構築でき、偉大な財産を得ることが
できたと自負する。

●上半期でも触れたが、八幡市では小学
生・幼少期における『防災教育』が全く
行われていないのが現状であったが、今
回、“始めの第1歩”として、八幡小学
校第4学年3クラス別対象に、「水防災講
座/マイ・タイムライン授業」が実施で
きた事は大きな前進であった。
●今後の課題・改善点として、一クラス
ごと終わるたびに、子供達の反応を思い
起こし、どのような授業の進め方、話し
方をすればいいのか、資料配布枚数やそ
のタイミング等を模索し、子供達により
理解してもらい解りやすい授業になるの
か、下記の各実施計画にも記載している
が、『子供達へ配布する資料、ハザード
マップは小学校4年生レベルが理解でき
る程度が必須条件で同時に数枚の地図を
読むのは難しすぎるので、必要な項目を
入れ込んだ1枚だけにして、配布す
る。』今後、他のレンジャーさん達が行
われるであろう「小学生向け水防災講座
/マイ・タイムライン授業」に対して、
ご参考にしていただければと思う。

段階 目標 活動内容
試行
期間

1期 ２期

Step1
地域住民の関心
を高める

●地域住民の関心・意識を高める活動
●地域住民が河川に関わる機会を拡大する
活動

氏名 所属

Short Termとして、「地域の課題に合った活動をやる」にフォーカスを当てながら、活動をスタートさせ、Long Termとして本川淀川や木津
川への活動へと広げる。
・大谷川は木津川下流に位置する八幡市遺産「八幡排水機場」を通過して、木津川へ流れ、さらには下流域には小金川樋門を経て淀川本川へ
と合流する。つまり、大谷川は木津川水系・淀川水系にも繋がる重要な一級河川であるが、大谷川周辺地域の住民は、その位置的重要さはさ
ほど感じてないと思われる。
・八幡市遺産である「八幡排水機場」は豪雨時や台風時で八幡市街の内水被害を緩和するため稼働して、特に大谷川の内水濫を防御し、地域
住民の命を守り、普段の点検業務、流量のコントロールを遂行しているが、建設から50年以上も経っており、地域住民がこの遺産に対する意
識はさほど高くないと思われる。
・将来の河川整備計画についての情報が地域住民へ伝わっていないと思われる。昨年9月の議会においても某議員が下記の整備計画の進捗状
況について質問している
・上津屋樋門の排水機構・八幡排水機場のポンプ増設・科手樋門
以上の課題認識から、木津川下流域、八幡市大谷川周辺地域の方々や次世代のジュニア達も含めて一緒に、身近な河川環境の現状やさらなる
改善・改修すべき問題点を把握するともに、将来の治水河川整備計画の情報を共有して、「人と川とのつながり」を広げる活動を行う。昨今
の防災面からも市民全体に対して、防災意識を高め、最悪のシナリオ、木津川氾濫に備えてさらなる啓蒙活動を目的とする。

活動全体におけるアピールポイント

上半期

今期の目標である「小学生向け水防災
講座/マイ・タイムライン授業」の為
に、４月早々からOn-Lineによる研修
に出席したり、TVで防災プログラムを
みたり、先輩諸氏の実際の活動のお話
しをヒアリングしたり、Personal
Training (自分自身のスキルアップ)
を積み重ねて来た。やっと緊急事態宣
言が解除されて、教育委員会が早い時
期に遂行したほうがいいとの判断で、
八幡小学生第４学年３クラス（10月12
日と10月15日）で行う予定である。

8



活動報告集計表＜単独活動＞

中村 恵子 区分 河川レンジャー（試行期間） 伏見出張所氏名 所属

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：計画に対して未実施となっている活動(未実施となった理由をアピールポイント欄に記載しています。)

アピールポイント

1) 2) 計画 結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2021/10/12
小学生向け防災教育、
マイ・タイムタイン作成　授
業

八幡市立八幡小学校
４年１組　４時間目

主催 29人 2 2
でき
た

でき
た

1 2 ● ○ ● ○ ● ○ ○

[充実度]独自に八幡版PPを作成して、数年前
に実際に地域で起こった水害を写真で紹介す
ることより、「水害の怖さ」に対して子供達
の反応、興味が高かった。授業の最後に配布
し、子供達に記入してもらうアンケート用紙
の質問内容を、統計学的処理可能な内容に
し、理解度や興味度etc.を点数化して、結果
をまとめて報告書を提出した。ハザードマッ
プから、各自の家を探すのが子供達には難し
すぎた。また、配布資料１枚程度にとどめ
る。
[定着度]八幡小学校区周辺エリアは頻繁に水
害被害に悩まされており、小学3・4年生対象
の社会科副読本では、過去の悲惨な写真や記
事が紹介されているが、過去において、防災
教育はなされていなかった。今回、八幡小学
校４学年生は「防災教育」における初めの第
１歩に踏み込めた。小学校で「防災教育・マ
イタイムライン作成授業」の遂行は他の学校
へと普及させるだけでなく、地域住民にとっ
ても防災に対して意識が高まると期待でき
る。

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野 取り組み内容

環
境
保
全活動日 活動名 活動場所

運営
形態

参加
者数

市民団
体等

行政
機関

学校
関係

確認項目 STEP 治
水
･
防
災

河
川
利
用

維
持
管
理

歴
史
･
文
化

川
づ
く
り
･

人
づ
く
り

確認項目

活動の充実度 活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度
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活動報告集計表＜単独活動＞

中村 恵子 区分 河川レンジャー（試行期間） 伏見出張所氏名 所属

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：計画に対して未実施となっている活動(未実施となった理由をアピールポイント欄に記載しています。)

アピールポイント

1) 2) 計画 結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

2 2021/10/15
小学生向け防災教育、
マイ・タイムタイン作成　授
業

八幡市立八幡小学校
４年３組　２時間目

主催 27人 1 1
でき
た

でき
た

1 2 ● ○ ● ○ ● ○ ○

[充実度]独自に八幡版PPを作成して、数年前
に実際に地域で起こった水害を子供達に写真
で紹介することより、「水害の怖さ」に対し
て子供達の反応、興味が高かった。授業の最
後に配布し、子供達に記入してもらうアン
ケート用紙の質問内容を、統計学的処理可能
な内容にし、理解度や興味度etc.を点数化し
て、結果をまとめて報告書を提出した。
チェックシート説明後に３枚の市ハザード
マップを配布したが、子供達は混乱し集中力
が欠けた。
[定着度]八幡小学校区周辺エリアは頻繁に水
害被害に悩まされており、小学3・4年生対象
の社会科副読本では、過去の悲惨な写真や記
事が紹介されているが、過去において、防災
教育はなされていなかった。今回、八幡小学
校４学年生は「防災教育」における初めの第
１歩に踏み込めた。小学校で「防災教育・マ
イタイムライン作成授業」の遂行は他の学校
へと普及させるだけでなく、地域住民にとっ
ても防災に対して意識が高まると期待でき
る。

3 2021/10/15
小学生向け防災教育、
マイ・タイムタイン作成　授
業

八幡市立八幡小学校
４年２組　３時間目

主催 29人 1 1
でき
た

でき
た

1 2 ● ○ ● ○ ● ○ ○

[充実度]独自に八幡版PPを作成して、数年前
に実際に地域で起こった水害を子供達に写真
で紹介することより、「水害の怖さ」に対し
て子供達の反応、興味が高かった。授業の最
後に配布し、子供達に記入してもらうアン
ケート用紙の質問内容を、統計学的処理可能
な内容にし、理解度や興味度etc.を点数化し
て、結果をまとめて報告書を提出した。３組
での反省点を踏まえて、３枚の市ハザード
マップの配布を授業が終了後に行った。
[定着度]八幡小学校区周辺エリアは頻繁に水
害被害に悩まされており、小学3・4年生対象
の社会科副読本では、過去の悲惨な写真や記
事が紹介されているが、過去において、防災
教育はなされていなかった。今回、八幡小学
校４学年生は「防災教育」における初めの第
１歩に踏み込めた。小学校で「防災教育・マ
イタイムライン作成授業」の遂行は他の学校
へと普及させるだけでなく、地域住民にとっ
ても防災に対して意識が高まると期待でき
る。

確認項目

活動の充実度 活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

取り組み内容

活動日 活動名 活動場所
運営
形態

参加
者数

市民団
体等

行政
機関

学校
関係

確認項目 STEP
治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

維
持
管
理

歴
史
･
文
化

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野

川
づ
く
り
･

人
づ
く
り
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活動報告集計表＜単独活動＞

南良　靖雄 区分 河川レンジャー（2期目） 桂川出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

活動結果を踏まえた今後の課題・改善点

1.2活動の目標

１年
目

２年
目

３年
目

４～
RA

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒

⇒ ⇒

⇒

Step３
地域住民から
行政へ発信す
る仕組みを構
築

⇒

Step1
地域住民の関
心を高める

水辺の現況調査。子供達が遊べる水辺を
見極め、活動エリアを選択。河川清掃や
外来植物の駆除を兼ねた自然観察会を開
き、生息する生き物や植物を調査する。
洪水対策の河川改修や治水・防災などの
施設の見学会を開き、水防災の啓発活動
を展開する。

① 桂川のミニ環境展

Step２
河川レン
ジャーと管理
者が協働して
取り組む

地域の団体や子供会を対象にした自然観
察会や、小学校での出前授業。親水エリ
アでは、魚取や川遊びを体験してもら
う。天然アユ遡上に取り組む団体と連携
する。洪水対策では、ソフト面から地域
住民の水防災意識を高めてもらう。勉強
会や防災マップ作りに取り組む。

① 親水エリアの候補地選定

② 流域の防災イベント

③ わが町防災マップ、マイタイムライン作成活動

野鳥や植物、昆虫、淡水魚と触れ合える
自然観察エリアの整備。市民の憩いの
場、子供たちの学習の場になる「遊学
ゾーン」の設定を地域に働き掛ける。地
域の水防災意識の高揚、水防災リーダー
の育成を図る。

① 親水エリア「川の学遊園」のあり方についてのワー
クショップ開催

下半期

緊急事態宣言が解けた10月に「バッタのオリン
ピック桂川」を、11月に「久我の杜学区民防災
訓練・水防災体験」を、10月、12月に「久我・
久我の杜・羽束師地区の防災学習会「マイ・タ
イムラインづくり」を実施した。4月25日～6月
20日、8月2日～9月30日に緊急事態宣言が出さ
れ、面談による準備もままならなかったが、こ
れまでに培った人間関係と電話・メールを活用
して実施にこぎつけた。

自然環境保全は、治水対策の河川改修工事
で水の流れも変化し、新たな親水ゾーンも
出来ている。引き続き自然観察会を開催
し、安全に子供たちが学び遊べる水辺環境
づくりに努めたい。治水防災は、浸水深が
3mを超える地域の住民を対象に防災意識の
スキルアップを図っていきたい。マイ・タ
イムラインの作り方や水防災学習会の開催
を計画している。

② 自然観察会

③ 洪水対策の河川改修工事の見学会

下半期は、10月に計画した「バッタのオリ
ンピック桂川」に加え、上半期に延期した
「マイ・タイムラインの作り方学習会」の
実施を目指し、11月には水害体験を計画し
ている。新型コロナウイルス感染症の見通
しは立てにくいが、来年2月には連携活動
の「桂川流域クリーン大作戦」の実施に向
けて準備を進めている。

段階 目標 活動内容
試行
期間

1期 ２期

氏名 所属

世界的に有名な景勝地・嵐山を抱える桂川。現在、平成25年9月の台風18号の被害を受けて水害対策の工事が進められている。河川敷に
は緑地公園や運動広場、グラウンドなどが整備され、多くの市民が利用している。一方で、農地（民地）や草地、樹林などの自然もあ
り、数多くの野鳥や植物、昆虫、淡水魚などが確認されている。
活動目的は、大規模洪水に対応する河川改修の必要性を認めながら、治水と自然環境の保全の調和を図り、親水エリアの整備を試みる。
子供たちが淡水魚や昆虫など自然界の「命」と触れ合うことで、感性が磨けるエリアにする。さらに生物多様性の大切さを実感できる
「桂川」にする。

活動全体におけるアピールポイント

上半期

コロナ禍で上半期に計画した活動は実施できな
かった。6月に計画した「桂川の清掃と自然観
察会」は緊急事態宣言で７，８月に延期して、
実施を試みたが、連携する学生ボランティアが
緊急事態宣言で身動きがとれず中止。9月には
京都市伏見区の羽束師地区で「マイ・タイムラ
インの作り方学習会」の開催を計画したが、緊
急事態宣言の継続で及ばなかった。
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活動報告集計表＜単独活動＞

南良　靖雄 区分 河川レンジャー（2期目） 桂川出張所氏名 所属

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：計画に対して未実施となっている活動(未実施となった理由をアピールポイント欄に記載しています。)

アピールポイント

1) 2) 計画 結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2021/10/10 バッタのオリンピックin桂川 桂川運動公園 主催 43人
でき
た

でき
た

1 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

[充実度]河川レンジャーのホームページに活動
告知を行ったほか、河川敷を利用する少年野球
チームや、川原で遊ぶ家族連れに参加を呼び掛
けた。リピーター2組は「楽しみにしていた」
と参加してくれた。
[定着度]コロナ禍で参加人数を抑えたが、参加
者からは。次回開催を希望する保護者もいて、
この場所での継続開催は可能であると判断して
いる。

2 2021/10/20
防災学習会「マイ・タイムラ
インづくり」

伏見区役所神川出張所 共催 13人 5
でき
た

普通 1 1 ● ● ○ ○ ○ ● ○

[定着度]水防災に対する住民の意識が高い地域
でコロナ禍が収束すれば、参加増が見込まれ
る。
[地域貢献度]河川レンジャーNEWSや同NEWSのア
ンケート(河川敷利用マナー）用紙を配布し、
桂川に対する考えや意見を寄せてもらった。

3 2021/12/15
防災学習会「マイ・タイムラ
インづくりⅡ」

京都市伏見区役所神川出張
所多目的ホール

共催 12人 4
でき
た

でき
た

1 1 ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

[充実度]前回のテキストは難しいという意見が
あって、今回は小学4年生を対象にしたテキス
トを使用。水害の種類、ハザードマップの見
方、マイ・タイムラインの作り方を説明し、参
加者からは高評価。高齢者の生活支援を行う包
括支援センターの職員は「高齢者にもわかり易
い。使ってみたい」という意見があった。

4 2022/3/
桂川の魅力PR（野鳥看板作成
設置）

梅津のさくら堤周辺

5 未定 桂川の自然（淡水魚）観察会 上野橋から渡月橋間

6 2021/5/ 桂川ミニ環境展 桂川流域センターほか とりやめ

7 2021/7/ 桂川の清掃とプラスα 桂川両岸 とりやめ

8 2022/1/ 桂川ミニ環境展 桂川流域センターほか とりやめ

9 2022/2/5 大藪町防災勉強会 大藪町自治会館 コロナ感染拡大防止のため中止

歴
史
･
文
化

川
づ
く

り
･

人
づ
く
り

確認項目

活動の充実度 活動の定着度 地域への貢献度
河川事業への貢

献度

維
持
管
理

達成状況 貢献分野 取り組み内容

活動日 活動名 活動場所
運営
形態

参加
者数

市民団
体等

行政
機関

確認項目 STEP
治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

No.

実施状況 連携団体数

学校
関係
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活動報告集計表＜単独活動＞

田子　稔 区分 河川レンジャーアドバイザー 桂川出張所

１．活動の目的 ３．総　括

活動結果を踏まえた今後の課題・改善点

氏名 所属

活動名 活動目的 活動全体におけるアピールポイント

今年度の前半はコロナで中止が多く、その間
にせっかく刈った藪が再び深い藪に覆われま
した。夏季は熱中症やマダニの心配があり、
藪の刈込は控えました。後半は草木の繁茂が
止まりますので、その間に藪の刈込を行いま
す。この活動は、川に生育する希少種の保全
にとどまらず、川の自然観察のフィールドと
して河川敷の有効活用出来るる素晴らしい活
動だと思います。コロナが収束に向かえば、
更に参加者を増やし、住民が参加できる「良
い川作り」につなげたいと思っています。

年間

コロナの感染拡大で思うような活動が出来
ませんでしたが、河川工事等で姿を消す植
物を守りたいと、予想より多くの参加者が
あり、植栽、潘種などで徐々に成果が出て
きました。こうした活動を通じて、河川工
事＝自然の消滅ではなく、工事の後新たな
良好な水辺環境を創生出来れば、工事前よ
り良い自然環境が作れるのではとの意見も
多く頂いています。国交省に任せきるので
はなく、我々の出来ることは行うと言う、
「官民協働」の川作りの方向性が出て来た
のは大きな成果です。

今年も彼方此方で河川工事が行われていま
す。水辺、河川敷、土手等が一瞬にして大き
く環境が変わります。それに伴う貴重植物の
減少に、この活動が追いつきません。河川行
政の「環境」の視点に立って河川事務所と情
報交換の場をもって、共に貴重植物の保全を
考えなければならないと考えます。

桂川貴重植物保全活動 近年各地で大雨の被害が出ている状況で、防災工事は避けられないと
思っています。ただそのことによって貴重な在来種が桂川から姿を消
さないように分散、移植をして複数個所で生育させることが必要で
す。

上半期

コロナによる緊急事態宣言が度々あったこ
とで、ほとんどの月は中止を余儀無くされ
ました。それでも昨年移植、播種したカワ
ラナデシコ、オニユリ、シロバナサクラタ
デ、ウマノスズクサ等が開花、生育してき
ました。ノカンゾウは花は咲きませんでし
たが、4株は葉を茂らせ、来年度の開花が
期待できます。
この様に活動の確実な成果が見えてきたこ
とで、参加者の励みとなり、桂川から姿を
消しつつある植物を守れる道筋が見えてき
ました。
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活動報告集計表＜単独活動＞

田子　稔 区分 河川レンジャーアドバイザー 桂川出張所氏名 所属

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：計画に対して未実施となっている活動　その場合は、未実施となった理由をアピールポイント欄に記載しています。

アピールポイント

1) 2) 計画 結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑬ ⑭ ⑮

1 2021/6/27 桂川貴重植物保全活動
松尾橋左岸下流の河川
敷

主催 13人 1
できな
かった

できな
かった

1 1 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ●

[充実度]コロナの動向が読めない状況と暑さの厳
しい時期ですので、広く参加を呼び掛けていませ
ん。
[地域貢献度]活動休止期間が長かった為、話し合
う機会が無かったです。

2 2021/7/25 桂川貴重植物保全活動
松尾橋左岸下流の河川
敷

主催 13人 2 1 できな
かった

3 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－

3 2021/10/24 桂川貴重植物保全活動
松尾橋左岸下流の河川
敷

主催 20人 2 普通 普通 2 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

[充実度]参加者については、コロナの感染状況が
読めない為、広く参加を呼び掛けることは控えて
いました。今後の状況を見て広報の仕方を考えま
す。

4 2021/11/28 桂川貴重植物保全活動
松尾橋左岸下流の河川
敷

主催 19人 できた できた 2 2 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
[充実度]コロナの動向次第

5 2021/12/26 桂川貴重植物保全活動
松尾橋左岸下流の河川
敷

主催 23人 2 2 できた できた 3 3 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ●
[定着度]コロナの動向が読めない状況ですので、
少し控え目の周知です。

6 2022/3/27 桂川貴重植物保全活動
松尾橋左岸下流の河川
敷

主催

7 2021/4/25 桂川貴重植物保全活動
松尾橋左岸下流の河川
敷

主催 コロナ感染拡大防止のため中止

8 2021/5/23 桂川貴重植物保全活動
松尾橋左岸下流の河川
敷

主催 コロナ感染拡大防止のため中止

9 2021/8/22 桂川貴重植物保全活動
松尾橋左岸下流の河川
敷

主催 コロナ感染拡大防止のため中止

10 2021/9/26 桂川貴重植物保全活動
松尾橋左岸下流の河川
敷

主催 コロナ感染拡大防止のため中止

11 2022/1/23 桂川貴重植物保全活動
松尾橋左岸下流の河川
敷

主催 コロナ感染拡大防止のため中止

12 2022/2/20 桂川貴重植物保全活動
松尾橋左岸下流の河川
敷

主催 コロナ感染拡大防止のため中止

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野 取り組み内容

環
境
保
全活動日 活動名 活動場所

運営
形態

参加
者数

市民
団体
等

行政
機関

学校
関係

確認項目 STEP
治
水
･
防
災

河
川
利
用

維
持
管
理

歴
史
･
文
化

川
づ
く
り
･

人
づ
く
り

確認項目

活動の充実度 活動の定着度
地域へ
の貢献
度

河川事業への
貢献度
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活動報告集計表＜単独活動＞

東　親志 区分 河川レンジャーアドバイザー 桂川出張所

１．活動の目的 ３．総　括

活動結果を踏まえた今後の課題・改善点

活動中止のため、竹林およびワンドの外来種は
繁茂の状況が著しいことが想定される。
10月から緊急事態宣言の解除により活動の再開
に向けて、活動地の現地踏査を行い、現状を把
握する（10月9日実施）。
活動は、多くの参加が見込まれるため、作業手
順、安全対策、感染予防対策等について検討を
行い、実施計画書および作業手順書を作成し、
活動参加者への事前配布を行い、作業内容等に
ついて理解していただく。
また、外来種防除地のワンド周辺については、
出張所へ草刈りの依頼を行う。

桂川ワンドにおける外来種防除活動 桂川における治水対策として実施された河床掘削とともに、生き物の
保全のため整備されたワンドには、特定外来種のナガエツルノゲイト
ウとオオバナミズキンバイの侵入がみられます。
　ワンド内には重要種として水生植物のオグラコウホネ、アサザ、コ
ウガイモや魚類のヨドゼゼラの生息がみられ、良好な環境であるが、
ワンドの植生の発達とともに、外来植物種の侵入がみられるように
なっています。これらの特定外来種は、重要種のアサザやオグラコウ
ホネの生育地を覆うように分布を拡げていることから、重要種の生育
保全のため、防除を実施します。

桂川の豊かな自然環境と治水・防災の取り組みを
知ろう

活動地は、淀川河川公園大山崎地区内の小畑川沿いにある唯一の国有
地の竹林である（通称Ｃ地区）。
当該竹林はマダケで構成されており、河道維持、ヒメボタルの生息環
境保全のため、適切な間伐を行う。
間伐にあたっては、専門家（高野竹工株式会社）の指導助言を得なが
ら実施する。

年間

・ワンドに繁茂する外来種は、例年より拡
がりは小さかったことから、NPO法人 国際
学生ボランティア協会（IVUSA）や地域の
学生により、概ね防除することができた。
・桂川における治水・防災上必要な河道維
持のための竹林伐採は、地元企業、自然保
護団体、国際学生ボランティア協会や地域
の学生により伐採整備が行われ、ヒメボタ
ルの生息地保全と伐採した竹の有効利用が
できた。また、ダイハツ工業京都工場所有
の粉砕機により伐採竹のチップ化を行い、
竹林内に整備する観察路に活用した。

・コロナ禍の中での活動は、流行状況に応じて
実施の判断を行い、実施においては感染対策を
十分に行い、少人数（10～20人程度）で実施す
ることとする。
・外来種の防除活動は、繁殖力の強いオオバナ
ミズキンバイの侵入に留意しながら、引き続き
防除を実施していく。
・河道内の竹林伐採は、河道維持、ヒメボタル
の生息地保全のため、今後も竹林が拡がらない
よう、タケノコの採取や間伐等、継続的な実施
を行う。また、伐採竹のチップ化を行い、ヒメ
ボタル観察路の整備に活用するとともに、カブ
トムシ等の幼虫の住処として利用など検討を行
う。

桂川河道内竹林の伐採活動 桂川の河道内に繁茂した竹林があり、河道維持、ヒメボタルの生息地
保全のため、伐採整備活動を実施し、治水・防災対策・生物保護への
理解を深めます。
　

上半期

コロナ禍において計画した竹林伐採整備お
よびワンドの外来種防除活動はすべて中止
となったが、緊急事態宣言期間の合間を利
用して、参加予定者と現地踏査を下記の日
程で実施した。
4月10日、4月24日、6月26日、7月10日
現地踏査により、活動予定地の現状把握と
安全等の確認ができた。
踏査結果を踏まえ、活動計画書（案）を作
成し、桂川出張所所長へ説明とワンド周辺
の草刈りの依頼を行った。(4月13日実施)

氏名 所属

活動名 活動目的 活動全体におけるアピールポイント
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活動報告集計表＜単独活動＞

東　親志 区分 河川レンジャーアドバイザー 桂川出張所氏名 所属

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：計画に対して未実施となっている活動　その場合は、未実施となった理由をアピールポイント欄に記載しています。

アピールポイント

1) 2) 計画 結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑬ ⑭ ⑮

1 2021/11/13 桂川河道内竹林の伐採活動
淀川河川公園大山崎地
区内竹林

主催 24人 2 2 できた できた 2 2 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

－

2 2021/11/27 外来種防除活動
淀川河川公園大山崎地
区内ワンド

主催 14人 2 できた できた 2 2 ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

[充実度]限られた人員と時間で効率的に防除するた
めに、重要種のアサザが生育している箇所で重点的
に防除を行い、侵入を抑制できた。
今後、想定されるオオバナミズキンバイの侵入に注
意していく。

3 2021/12/4 外来種防除活動
淀川河川公園大山崎地
区内ワンド

主催 20人 2 2 できた できた 2 2 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

－

4 2021/12/11
桂川ワンドにおける外来種防
除活動

淀川河川公園大山崎地
区内ワンド

主催 17人 2 できた できた 2 2 ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

[充実度]・限られた人員と時間で効率的に防除する
ために、重要種のアサザが生育している箇所で重点
的に防除を行い、侵入を抑制できた。
今後、想定されるオオバナミズキンバイの侵入に注
意していく。

5 2021/12/18 竹林伐採整備
淀川河川公園大山崎地
区内竹林

主催 13人 3 1 できた できた 2 2 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

－

6 2022/1/15 桂川河道内竹林の伐採活動
淀川河川公園大山崎地
区内竹林

主催 10人 1 1 できた できた 2 2 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

－

7 2021/5/15 桂川河道内竹林の伐採活動
淀川河川公園大山崎地
区内竹林

コロナ感染拡大防止のため中止

8 2021/5/23
桂川ワンドにおける外来種防
除活動

淀川河川公園大山崎地
区内ワンド

コロナ感染拡大防止のため中止

9 2021/8/7
桂川の豊かな自然環境と治
水・防災の取り組みを知ろう

淀川河川公園大山崎地
区

コロナ感染拡大防止のため中止

10 2021/9/ 桂川河道内竹林の伐採活動
淀川河川公園大山崎地
区内竹林

コロナ感染拡大防止のため中止

11 2021/9/
桂川の豊かな自然環境を知ろ
う（ｶﾔﾈｽﾞﾐや動植物の重要種
の保全活動）

コロナ感染拡大防止のため中止

12 2022/1/29 桂川河道内竹林の伐採活動
淀川河川公園大山崎地
区内竹林

主催 コロナ感染拡大防止のため中止

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野

川
づ
く
り
･

人
づ
く
り

参加
者数

市民
団体
等

行政
機関

学校
関係

確認項目 STEP
治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

維
持
管
理

取り組み内容

活動日 活動名 活動場所
運営
形態

歴
史
･
文
化

確認項目

活動の充実度 活動の定着度
地域へ
の貢献
度

河川事業へ
の貢献度
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活動報告集計表＜連携活動＞

１．全体集計表　

アピールポイント

1) 2) 計画 結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1
居原田R
山田RA

2021/10/7
京都市立石田小学校4年生出前
授業

京都市立石田小学校 協力 10人 1
できな
かった

● ○ ○ ○ ● ○

[充実度]先生の依頼であった「魚を捕まえる」
を実現するために、たも網、四つ手網を駆使し
たが、残念ながら魚を捕まえることができな
かった。

2
鎌田R
居原田R

2021/10/6 東高瀬川クリーンアップ
東高瀬川左岸琵琶湖疎
水流点～新大手橋まで

共催 40人 2 2 できた ● ○ ● ○ ○ ● ○ ●

[充実度]降雨対策として、予備日を設定したが
予定日に活動を実施する事が出来た。堤防を散
策する方に積極的に声をかけ、個人でも参加で
きることを伝えて、次回からの参加を呼び掛け
た。
[定着度]参加の意思を示された団体に、コロナ
感染防止を目的にお断りし、少人数での活動と
した。次回より、フルメンバーでの活動実施に
より盛大に行いたい。
[地域貢献度]　川をきれいにすることにより、
ホタルの育成を目指し始めた。

3
南良R
鎌田R

2021/11/7
久我の杜学区
総合防災訓練・水防災体験

京都市立久我の杜小学
校

協力 104人 3 3 1 できた できた 2 1 ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○

[充実度]当初は、最終解散時にアンケート用紙
記載をお願いする予定だったが、体験直後に切
り替えたことにより、効果的に意見を拾えた。
[定着度]先輩レンジャーの地ならしにより、地
域からの要望で今回、体験を実施した。
今後は子供を対象とした地域の体験会を実施
し、保護者として来場の若い親を含めた体験会
が望ましいと思う。
[地域貢献度]参加者にお願いしたレンジャー
NEWSのアンケート「マナーアップ」には協力的
だった。

4

居原田R
南良R
奥平R
鎌田R

2021/11/13 舟運ガイド 1日目 背割り堤～三栖閘門

5

居原田R
南良R
奥平R
鎌田R

2021/11/14 舟運ガイド 2日目 背割り堤～三栖閘門

6
居原田R
鎌田R

2021/5/29 東高瀬川クリーンアップ
伏見区東高瀬川と疎水
合流点から魚屋通付近
まで

共催 コロナ感染拡大防止のため中止

7

南良R
鎌田R
居原田R
田子RA
東RA

2022/2/27
第１5回桂川流域クリーン大作
戦

桂川 (河口～日吉ダム)
両岸

共催 コロナ感染拡大防止のため中止

川
づ
く
り
･

人
づ
く
り

確認項目

活動の充実度 活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

取り組み内容

活動日 活動名 活動場所
運営
形態

参加
者数

市民
団体
等

行政
機関

学校
関係

確認項目

貢献分野

治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

維
持
管
理

歴
史
･
文
化

No.
河川レン
ジャー名

実施状況 連携団体数 達成状況

STEP
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